
富津市子ども・子育て支援事業計画（第Ⅰ期）に係る計画期間の評価について

　　評価の区分については下記のとおりです。
　　　【①実施状況】 【②施策の効果】 【③今後の方向】
　　　　Ａ：計画通り、概ね順調 　Ａ：大きな効果あり 　Ａ：拡大/強化
　　　　Ｂ：着手しているが順調とまでいえない 　Ｂ：中程度の効果あり 　Ｂ：現状を維持
　　　　Ｃ：進捗は半分程度 　Ｃ：効果は少ない 　Ｃ：縮小
　　　　Ｄ：計画から大幅遅れ 　Ｄ：未実施/効果なし 　Ｄ：廃止
　　　　Ｅ：実施していない 　Ｅ：完了

1　妊娠期・出産期
（１）妊産婦・新生児の健康支援
　妊産婦及びその家族が、安心して妊娠・出産・子育てができるように、妊婦期・出産期の相談事業や講座等の充実を図った。
  ５事業全てが、計画通りに概ね順調に実施でき、４事業で大きな効果があり、1事業は中程度の効果があった。

計画書
ページ

成長段階 担当部署 事業名 事業内容 ①実施状況 ②施策の効果 ③今後の方向

42 妊娠・出産期 健康づくり課 母子健康手帳の交付

母子健康手帳交付時に保健師等が妊婦等へ
の面接を行い，妊娠・出産・子育てに関する不
安や悩みの相談や子育て情報の提供等を行
う。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

42 妊娠・出産期 健康づくり課 妊婦健診
より安全で安心な出産を支援するために、妊娠
中に指定医療機関において14回を限度に公費
で基本的な健診を受けられるようにする。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

42 妊娠・出産期 健康づくり課 妊娠期支援事業
妊娠中の母体管理と栄養管理、胎児の発育に
ついて、妊娠届出時等に個別指導を行う。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

42 妊娠・出産期 健康づくり課 新生児・産婦訪問
生後28日以内の新生児に対し、保健師や助産
師が訪問し、健康状態の確認や必要な保健指
導、健康や育児に関する相談などを行う。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

42 妊娠・出産期 子育て支援課 マタニティ講座
子育て情報や育児体験、また妊婦同士の交流
の機会を提供し、育児不安の軽減を図る。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

2　乳児期・幼児期
（１）子どもの健康支援及び保育サービスの充実

　子どもの心と体の健やかな成長を支援する環境づくりを推進し多様な保育需要に応じて利用しやすい保育の提供を推進した。

　11事業全てが、計画通りに概ね順調に実施でき、7事業が大きな効果があり、残りの4事業については中程度の効果があった。
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成長段階 担当部署 事業名 事業内容 ①実施状況 ②施策の効果 ③今後の方向

43 乳児期・幼児期 健康づくり課
乳児家庭全戸訪問事
業

子育ての孤立を防ぐため、生後４か月までの乳
児のいる全ての家庭を保健師・助産師等が訪
問し、子育て支援に関する情報提供、育児や
産後の生活の相談、養育環境等の把握を行
う。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

43 乳児期・幼児期 健康づくり課 乳幼児相談
乳幼児期の子育てに関することや食事等につ
いて面接相談、電話相談を実施する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

43 乳児期・幼児期 健康づくり課
育児教室（４か月児・７
か月児・10か月児・１歳
児・２歳６か月児）

発達の節目の時期に、成長・発達の経過、食
事、虫歯予防を学ぶ教室を開催する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

43 乳児期・幼児期 健康づくり課 離乳食教室
月齢（５か月）にあった食事についての学習と
食材の使い方や作り方等を実習する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

43 乳児期・幼児期 健康づくり課 １歳６か月児健診
計測・診察（内科・歯科）・相談（発達・栄養）を
実施し、子どもの発育・発達、食事内容を養育
者と確認する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

43 乳児期・幼児期 健康づくり課 ３歳児健診
計測・診察（内科・歯科）・検査（尿・視力・聴
力）・相談（発達・栄養）を実施し、子どもの発
育・発達、食事内容を養育者と確認する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

43 乳児期・幼児期 健康づくり課 予防接種 感染症を予防するため、予防接種を行う。 A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

44 乳児期・幼児期 子育て支援課 食育事業

健全な食事環境を通じた家族の団らんの大切
さや食事の楽しさ、望ましい食事のあり方、食
を通じた心の健全育成を学ぶため、食事に関
する講習会・実習を行い、親子・親同士の交流
を図る。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

44 乳児期・幼児期 子育て支援課 一時預かり事業
育児中のストレス解消や冠婚葬祭など家庭で
の保育が一時的に困難になったときに、保育所
等で一時預かり保育を実施する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

44 乳児期・幼児期 子育て支援課 延長保育事業
保育認定を受けた子どもについて、11時間の
開所時間を超えて保育を実施する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

44 乳児期・幼児期 子育て支援課 病後児保育事業
病後児について、家庭での保育に欠ける場合
に保育園等の専用スペースで看護師等が一時
的に保育を実施する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり A：拡大/強化
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3　学齢期・思春期・活動期
（１）学校教育の推進と地域社会との連携
　豊かな人間性と体力等を育成するため教育の充実と、子どもたちが様々な体験活動ができる機会の充実に努めた。
　12事業中、10事業が計画通りに概ね順調に実施でき、4事業は大きな効果があり、6事業は中程度の効果があった。
　実施していない1事業については、他の事業で対応している。
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成長段階 担当部署 事業名 事業内容 ①実施状況 ②施策の効果 ③今後の方向

45 学齢期・思春期・活動期 教育センター
外 国 語 指 導 助 手
（ALT）の配置

「生きた英語」を学び、小・中学生の英語による
コミュニケーション能力を高め、異文化理解や
国際理解を推進するため、ALTを配置する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

45 学齢期・思春期・活動期 教育センター 情報教育の推進
情報教育を推進するため、コンピュータ室等の
整備・充実を図る。ICT機器の活用を通して、児
童・生徒の情報活用能力を育成する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

45 学齢期・思春期・活動期 教育センター 教育相談事業
いじめ・不登校・引きこもり・家庭内暴力・発達
障がい等の相談活動を行う。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

45 学齢期・思春期・活動期 教育センター 食育の推進

小・中学生が正しい知識と望ましい食習慣を身
につけることができるよう学校栄養職員等を食
育指導員として位置づけ、各学校における食育
を推進する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

45 学齢期・思春期・活動期 生涯学習課 家庭教育学級

地域における親世代・子世代の交流を含めた
仲間づくりを目指して、親子共同（協働）学習の
形態で開設し、家庭における親子関係の改善・
充実を図る。

E：実施していない B：中程度の効果あり D：廃止

45 学齢期・思春期・活動期 生涯学習課 家庭教育指導員
家庭教育に関する相談や指導のほか、家庭教
育学級の企画運営、内容の指導助言を行う。

C：進捗は半分程度 B：中程度の効果あり A：拡大/強化

46 学齢期・思春期・活動期 生涯学習課
富津市スポーツ少年団
事業

地域に根ざしたスポーツ活動を推進し、郷土の
未来を担う、青少年の心身の健全なる育成を
図る。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

46 学齢期・思春期・活動期 中央公民館 こどもチャレンジ教室
宿泊体験や他の体験活動を通して、こどもの自
主性・創造性・社会性を育てる。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

46 学齢期・思春期・活動期 市民会館 こどもチャレンジ教室
宿泊体験や他の体験活動を通して、こどもの自
主性・創造性・社会性を育てる。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

46 学齢期・思春期・活動期 富津公民館 こどもチャレンジ教室
宿泊体験や他の体験活動を通して、こどもの自
主性・創造性・社会性を育てる。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

46 学齢期・思春期・活動期 生涯学習課 青少年相談員活動
愛のパトロールや青少年のつどい大会等を通
して、地域活動等を担う青少年相談員相互の
情報交換を行い、青少年の健全育成を図る。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

46 学齢期・思春期・活動期 子育て支援課
放課後健全育成事業
（放課後児童クラブ）

保護者が仕事等により昼間家庭にいない、小
学校に就学している児童に対し、放課後に適切
な遊びや生活の場を提供して、児童の健全な
育成を図る。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり A：拡大/強化

4　育児期全般
（１）地域における子育て支援及び児童虐待防止対策等
　子育て環境の充実や地域における子育て支援の機会や場の創出に努め、子どもの心と体の健やかな成長を支援した。また、児童
  虐待防止対策業務等推進した。
　42事業中、10事業が計画通りに概ね順調に実施でき、4事業は大きな効果があり、6事業は中程度の効果があった。また、実施して
  いない事業が４事業あった。
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成長段階 担当部署 事業名 事業内容 ①実施状況 ②施策の効果 ③今後の方向

47 育児期全般 子育て支援課 利用者支援事業

子ども及び保護者等の身近な場所で教育・保
育施設や地域の子育て支援事業等の情報提
供や相談・助言を行うとともに関係機関との連
携を行う。

B：着手しているが順調
とまでいえない

B：中程度の効果あり A：拡大/強化

47 育児期全般 子育て支援課 子育て情報の発信
子育て応援サイト「イクトモ」などを活用した子
育てに関する情報提供を充実させる。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

47 育児期全般 社会福祉協議会 「布えほん」貸出
ボランティア団体「布えほんメルヘン」により製
作された布絵本やおもちゃを、市内幼稚園、保
育所（園）、個人及び福祉団体に貸し出す。

B：着手しているが順調
とまでいえない

B：中程度の効果あり B：現状を継続

47 育児期全般 生涯学習課 おはなし会
公民館などで絵本の読み聞かせや手あそびを
行い、本に親しむ機会を作る。

C：進捗は半分程度 B：中程度の効果あり A：拡大/強化

47 育児期全般 中央公民館 ピッコロ学級
幼児の心身の発達や健康・栄養についての講
義、遊びの実習などを通して子育てについて学
び、親子・親同士の交流を図る。

E：実施していない D：未実施/効果なし D：廃止

47 育児期全般 子育て支援課
地域子育て支援拠点
事業（地域子育て支援
センター）

未就学の子どもとその保護者を対象に、親子で
遊ぶ中で子育てに関する情報交換や交流、仲
間づくりができる場所を提供する。

B：着手しているが順調
とまでいえない

B：中程度の効果あり A：拡大/強化

47 育児期全般 子育て支援課
子育て援助活動支援
事業（ファミリー・サ
ポート・センター事業）

地域において、乳幼児や小学生等の預かり等
の援助を希望する者（利用会員）と、援助を行う
ことを希望する者（提供会員）との相互援助活
動に対する連絡・調整を実施する。

B：着手しているが順調
とまでいえない

B：中程度の効果あり A：拡大/強化

48 育児期全般 社会福祉協議会 おやこ遊遊ひろば

公民館の一室を開放し、未就園児の親子を対
象に育児不安や孤立感、ストレスを和らげ、子
育てが楽しいと感じられるような場を提供すると
同時に、子ども同士の発達を図る。また、主任
児童委員による「子育て何でも相談」を実施す
る。

E：実施していない D：未実施/効果なし D：廃止
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成長段階 担当部署 事業名 事業内容 ①実施状況 ②施策の効果 ③今後の方向

48 育児期全般 子育て支援課 おひさま広場事業
乳幼児を持つ保護者が気軽に集い、親子の交
流、育児相談、子育て情報の提供を行う。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

48 育児期全般 子育て支援課 園庭開放
子育て家庭の交流の場、また、園と地域のつな
がりをつくるために、保育所（園）や幼稚園に通
園していない親子に園庭を開放する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

48 育児期全般 防災安全課
未就学児に対する防
災学習機会の創出

災害時に主体的に行動できる能力の獲得に
は、幼少期からの防災教育が有効であるため、
子どもと一緒に楽しく学べるワークショップ形式
の講座を開催する。

E：実施していない D：未実施/効果なし C：縮小

48 育児期全般 生涯学習課 移動図書館
公民館図書室等から離れた地域を巡回し、図
書貸し出しサービスの充実を図り、生涯にわた
る学習の向上を図る。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

48 育児期全般 教育総務課
生涯学習課

学校施設の有効利用
学校施設の地域開放に向けて、各学校で必要
に応じて関係機関と相互調整し有効利用を図
る。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

49 育児期全般
福祉の窓口課

児童虐待相談対応事
業

地域において児童と接する機会のある関係機
関と連携を図り、早期の児童虐待の予防・防止
活動を行う。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり A：拡大/強化

49 育児期全般
福祉の窓口課

児童家庭相談事業
家庭における人間関係の健全化、児童の適正
な養育等、家庭児童福祉に関する相談指導を
実施する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

49 育児期全般 健康づくり課 養育支援訪問事業
養育支援が特に必要な家庭を訪問し、養育に
関する指導・助言を行うことにより、当該家庭の
適切な養育の実施を確保する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

50 育児期全般 教育センター 幼児ことばの相談会

ことばの問題の早期発見、早期対応を行い、就
学後の継続指導に結びつけるため、希望の
あった就学前の幼児を対象に相談会を実施す
る。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

50 育児期全般 子育て支援課
保育所（園）・幼稚園へ
の巡回訪問

特別支援学校教諭に療育技術指導を依頼し、
障がい児等の入所している保育所等職員の資
質向上を図る。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

50 育児期全般 学校教育課 特別支援教育の推進

LD（学習障がい）、ADHD（注意欠陥/多動性障
がい）、高機能自閉症等を含む、特別な支援を
要する児童・生徒に適切な教育的支援や指導
を行う体制を整える。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

50 育児期全般 教育センター
学校におけるカウンセ
リングの推進

いじめや心の悩み等の諸問題において，児童・
生徒、保護者からの相談に応じるため、県から
配置されたスクールカウンセラーを有効に活用
する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

50 育児期全般 教育センター
不登校児童・生徒の適
応指導

不登校児童・生徒への適応指導対策として、適
応指導教室を運営するとともに、学校や関係諸
機関とのネットワークを生かして総合的な取り
組みを実施する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

50 育児期全般 教育センター
問題を抱える子ども等
の自立支援事業

自立支援指導員を小・中学校に配置し、不登校
やいじめ・児童虐待等の諸問題の未然防止や
早期発見・早期対応を行う。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

51 育児期全般 教育センター はまかぜ教育相談
専門医による教育相談を実施し、児童の悩み・
不安・問題行動について専門的な立場からカウ
ンセリングを行う。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

51 育児期全般
福祉の窓口課

療育等支援事業

千葉県社会福祉事業団児童サービスセンター
に委託し、市役所内で臨床心理士又は言語聴
覚士によることばの訓練や心理診断等の子ど
もの療育相談を行う。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

51 育児期全般
福祉の窓口課

相談支援事業

障害者総合支援法及び児童福祉法に基づく障
がい福祉サービスを利用するにあたり、サービ
ス計画の作成や事業所との調整を行い適正な
サービス利用を促進する（障害児相談事業
所）。
通常の相談支援では対応が不十分な引きこも
りや障がい福祉サービスの未利用者に対し、
早期発見や適切なサービスの利用を促進する
（一般相談支援事業所）。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり A：拡大/強化

51 育児期全般
福祉の窓口課

ペアレントサポートワー
クショップ

千葉県発達障害者支援相談センターＣＡＳ及び
関係機関と連携し、発達障がい児を育てる保
護者等を対象に子どもへの関わり方や子育て
に関して理解・促進を目的とする講座を実施す
る。

E：実施していない D：未実施/効果なし D：廃止

51 育児期全般
福祉の窓口課

在宅生活支援事業
障害者総合支援法に基づく在宅サービス（居宅
介護・重度訪問介護・重度障がい者等包括支
援）の利用促進を図る。

B：着手しているが順調
とまでいえない

B：中程度の効果あり B：現状を継続

52 育児期全般
福祉の窓口課

日中活動支援事業

障害者総合支援法に基づく日中活動サービス
（短期入所・療養介護）、地域生活支援事業（日
中一時支援・地域活動支援センターⅠ型・Ⅱ
型・Ⅲ型）及び児童福祉法に基づく障がい児通
所サービス（放課後等デイサービス・児童発達
支援）の利用促進を図り、障がい児の日中にお
ける活動の場を確保する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

52 育児期全般
福祉の窓口課

社会参加促進事業

障害者総合支援法に基づく行動援護、同行援
護及び補装具費支給事業、地域生活支援事業
に基づく日常生活用具給付等事業、移動支援
事業及び意思疎通支援事業等を実施し、障が
い児の社会参加の促進を図る。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続
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52 育児期全般 社会福祉課 各種手当給付事業
特別児童扶養手当・障害児福祉手当を20歳未
満の重度の障がい児や難病患者に給付する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

52 育児期全般 社会福祉課
各種医療費等助成事
業

障がいのある児童に対し、自立支援医療（育成
医療・精神通院医療）、重度心身障害者医療、
精神障害者医療の医療費助成を行う。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

52 育児期全般 社会福祉課 各種割引制度
障がいの程度によって公共料金や交通機関料
金等の割引を実施する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

52 育児期全般 福祉の窓口課 各種割引制度の周知
障がいの程度によって公共料金や交通機関料
金等の割引対象となる者に制度を周知する。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

52 育児期全般 福祉の窓口課
障がい児を育てる地域
の体制整備事業

研修会や講演会を実施することにより、障がい
児への理解を深める。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

53 育児期全般 子育て支援課 児童手当
児童を養育している家庭の生活安定と児童の
健全育成を目的に、中学校修了前まで児童手
当を支給する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

53 育児期全般 子育て支援課 子ども医療費助成
中学校修了前までの子どもが入院や通院した
場合、千葉県の助成制度に上乗せし助成す
る。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

53 育児期全般 子育て支援課 未熟児養育医療給付
出生時の体重が2,000g以下又は身体の発達が
未熟なまま出生し、入院治療を必要とする乳児
の医療費を助成する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

53 育児期全般 学校教育課
私立幼稚園就園奨励
費の助成

市内に在住する幼稚園児の保護者に対して、
所得階層に応じて入園料・保育料を減免する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり D：廃止

53 育児期全般
福祉の窓口課

母子・父子自立支援相
談事業

母子家庭等の相談指導・支援を実施する。 A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続

53 育児期全般 子育て支援課 児童扶養手当
父又は母と生計を同じくしていない１8歳の年度
末までの児童等を持つ父、母又は養育者に支
給する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

53 育児期全般 子育て支援課
ひとり親家庭等医療費
の助成

ひとり親家庭等に対して医療費の一部を助成
する。

A：計画通り、概ね順調 A：大きな効果あり B：現状を継続

53 育児期全般
福祉の窓口課

母子及び父子並びに
寡婦福祉資金貸付相
談

母子・父子家庭・寡婦の福祉向上のための資
金貸付相談を行う。

A：計画通り、概ね順調 B：中程度の効果あり B：現状を継続
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